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も
う
三
十
年
ほ
ど
前
の
話
で
す
。
得
度
考
査
を
受
け

る
た
め
に
父
に
連
れ
ら
れ
て
来
た
の
が
、
私
に
と
っ
て

は
じ
め
て
の
三
条
別
院
の
お
参
り
で
し
た
。
最
寄
の
駅

よ
り
二
回
の
乗
り
換
え
。
片
道
二
時
間
弱
。
当
時
、
小

学
生
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
は
一
寸
し
た
旅
行
の
よ
う
な

感
覚
で
別
院
を
と
て
も
遠
く
に
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
も
遠
い
と
い
う
感
覚
は
拭
え
ず
に
、

一
昨
年
ま
で
足
が
遠
の
い
て
お
り
ま
し
た
。 

数
年
前
、
父
が
健
在
な
う
ち
の
方
が
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
相
談
で
き
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
住
職

に
な
っ
た
時
の
事
で
す
。
正
直
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
な
と
い
う
不
安
が
芽
生
え
ま
し
た
。
今
は
儀
式
等
の

書
籍
・
映
像
資
料
も
豊
富
な
時
代
で
す
。で
す
が
一
度
、

現
場
で
直
に
体
験
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
様
な
思
い
か
ら
別
院
に
講
習
会
に
通
う
よ
う

に
な
っ
た
あ
る
と
き
、「
非
常
勤
職
員
募
集
」
の
記
事
を

目
に
し
ま
し
た
。
当
初
、「
そ
こ
ま
で
や
る
べ
き
も
の
か

ど
う
か
」
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
一
方
で
「
や
る
な
ら

ば
今
」
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
昨
年
の
四
月
よ
り
別
院

の
列
座
に
加
え
て
い
た
だ
く
事
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

こ
の
間
、
期
せ
ず
し
て
組
の
役
を
い
た
だ
く
と
い
う
出

来
事
も
あ
り
、
多
方
面
か
ら
別
院
と
教
区
を
見
つ
め
る

機
会
を
持
つ
事
と
な
り
ま
し
た
。 

別
院
内
部
に
関
わ
り
、
別
院
・
教
区
の
問
題
点
お
よ

び
課
題
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
更
な
が
ら

今
の
時
代
の
厳
し
い
現
状
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
な
ん
と
か
別
院
・
教
区
を
盛
り
立
て
て
い
こ

う
と
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
各
御
寺
院
方
や
別
院
・
教
務

所
職
員
の
姿
か
ら
、
自
身
は
ど
の
様
に
具
体
的
に
行
動

す
べ
き
か
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
日
々
で
す
。 

再
来
年
に
は
三
条
別
院
で
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御

遠
忌
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
の
準
備
で

教
区
内
も
慌
し
く
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
別
院

に
関
わ
れ
た
事
を
縁
に
御
同
朋
・
御
同
行
の
皆
様
と
共

に
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え
て
い
け
れ
ば
幸
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

（
第
二
十
三
組
唯
稱
寺
・
三
条
別
院
非
常
勤
嘱
託 

松
浦 

寿
公 

氏
） 

 

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 
 
 

大
溪 

文
祥 

氏 

（
第
二
十
四
組 

榮
行
寺
住
職
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

■
春
彼
岸
会
・
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
弔
法
会
に
つ
い
て 

本
年
の
春
彼
岸
を
左
記
の
通
り

厳
修
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
一
昨
年
の
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
風
化

さ
せ
な
い
と
い
う
願
い
の
下
、
東
日

本
大
震
災
犠
牲
者
追
弔
法
会
を
、
三

回
忌
法
要
と
し
て
、
二
十
三
日
の
春
彼
岸
会
・
日
中
法
要

と
兼
修
し
て
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

旧
御
堂
で
は
、被
災
地
の
震
災
直
後
と
現
在
の
様
子
、

支
援
の
活
動
等
を
写
真
と
動
画
で
報
告
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
十
二
時
か
ら
十
四
時
ま
で
、
お
し
る
こ
の
ふ

る
ま
い
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

被
災
地
か
ら
離
れ
た
新
潟
の
地
で
被
災
地
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
と
も
に
共
有

し
て
い
く
事
は
そ
の
第
一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
参
詣
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
物
品
の
ご
提
供
、
被
災
地
で
の
支
援
活
動

の
写
真
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
、
法
要
の
御
参
勤
も
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
別
送
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◆
期 

日 

三
月
二
十
一
日（
木
）～
二
十
三
日（
土
） 

◆
日
程
お
よ
び
法
話
講
師 

二
十
一
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
逮
夜
法
要 

法
話 

倉
井 

光
弥 

氏
（
第
十
一
組 

養
泉
寺
） 

 

二
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
永
代
経
総
経 

法
話 

田
中 

静
麿 

氏
（
第
十
八
組 

西
照
寺
）  

お
と
き
（
正
午
） 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 



【講師の堀川氏】 

【指導役の三人】 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
逮
夜
法
要 

法
話 

ひ
き
続
き 

田
中 

静
麿 

氏 

 
 

二
十
三
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り 

日
中
法
要
兼
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
弔
法
会 

法
話 
清
谷 
真
澄 

氏 
（
現
地
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
） 

な
お
、
二
十
二
日
（
金
）
の
正
午
に
、
お
と
き
を
冥
加
金
二
千
円

に
て
、
ご
用
意
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
三
月
十
八
日
（
月
）

ま
で
に
当
別
院
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

■
お
誕
生
法
要
～
子
ど
も
奉
仕
団
～
の
ご
案
内 

 

既
に
ご
案
内
の
通
り
、
本
年
も
三
条
別
院
で
子
ど
も

奉
仕
団
を
開
催
い
た
し
ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

既
送
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◆
日 

時 

四
月
二
日
（
火
）
～
三
日
（
水
） 

 

◆
対 

象 

新
小
学
三
年
生
～
新
六
年
生 

 

◆
参
加
費 

四
〇
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
） 

 

◆
申 

込 

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
当
別
院
へ
三
月
八
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

■
第
二
十
三
組
別
院
巡
回
開
催 

二
〇
一
三
年
に
入
っ
て
一
回
目
の
別
院
巡
回
が
二
月

一
日
、阿
賀
野
市
、瓢
湖
憩
の
家
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
所
に
は
二
十
三
組
の
門
徒
会
、
推
進
員
を
中
心
と
し

た
四
十
七
名
の
方
が
集
わ
れ
、
別
院
の
御
本
尊
御
影
を

迎
え
、
同
朋
唱
和
で
正
信
偈
を
お
勤
め
し
た
後
、
鷲
尾

輪
番
の
法
話
を
熱
心
に
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
巡
回
は
別
院
か
ら
離
れ
た
二
十
三
組
で
も
、
聞

法
の
機
会
を
設
け
た
い
と
い
う
推
進
員
の
提
案
で
始
ま

っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
別
院
巡
回
も
今
年
で

六
回
目
に
な
り
、
農
閑
期
の
冬
場
の
楽
し
み
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
聞
法
の
場
が
長
く
続
き
、
広
ま
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

■
改
觀
寺
雑
巾
講
開
催 

去
る
二
月
十
八
日
、
本
年
も
十

九
組
改
観
寺
雑
巾
講
に
、
お
手
伝

い
も
兼
ね
て
お
参
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
雑
巾
講
、
萍
聚
（
ぴ

ん
じ
ゅ
い
）
に
よ
る
二
胡
（
弦
楽

器
）
の
演
奏
会
、
四
国
生
れ
の
御

当
院
の
讃
岐
う
ど
ん
の
ふ
る
ま
い

と
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
一
日
で
し
た
。
演
奏
会

で
は
、
御
当
院
が
東
日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
を
独
唱
す
る
一
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。 

 

雑
巾
講
は
別
院
奉
仕
を
長
く
続
け
ら
れ
て
い
た
一
人

の
御
門
徒
を
助
け
る
形
で
十
年
以
上
続
い
て
い
る
お
講

で
す
。
普
通
寺
院
と
別
院
の
関
係
の
希
薄
化
が
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
雑
巾
講
は
別
院
と
崇
敬
区

内
寺
院
が
相
互
に
関
係
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
な
試
み

の
一
例
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。 

■
御
命
日
（
二
十
八
日
）
の
集
い 

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
三
月
二
十
八
日
（
木
）】 

 

午
前
十
時 

 

お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

 
 
 
 
 
 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

 

朝
倉 

奏 

氏
（
第
二
十
組 

金
寶
寺
） 

◇
今
後
の
講
師
一
覧 

四
月 

東
護 

典
子 

氏 (

第
十
九
組 

改
觀
寺) 

五
月 

渡
邉 

智
龍 

氏
（
第
十
八
組  

恩
長
寺
） 

六
月 

美
野 

彰
惠 

氏
（
第
二
十
二
組 

本
悟
寺
）

■
定
例
法
話
会
の
ご
案
内 

 

毎
月
十
三
日
に
は
、「
両
度

の
命
日
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

前
門
首
の
ご
命
日
で
す
。
ま

た
、
蓮
如
上
人
も
御
文
の
中

で
、
こ
の
「
両
度
の
命
日
」

に
つ
い
て
お
書
き
に
な
ら
れ

て
い
ま
す
。（
四
帖
目
十
二

通
）
三
条
別
院
の
一
番
古
い

建
造
物
で
あ
る
旧
御
堂
で
仏
法
に
触
れ
る
ひ
と
時
を
味

わ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

皆
様
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 



◇
日 

時 

毎
月
十
三
日 

 

※
八
月
、
一
月
は
除
く 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

◇
場 
所 

三
条
別
院 

旧
御
堂 

（
同
朋
会
館
に
変
更
の
場
合
有
り
） 

◇
講 

師 
 

二
月
～
四
月 

堀
川  
秀
道 

氏
（
第
十
六
組 

淨
專
寺
）  

 
 

五
月
～
七
月 

 
 
 
 
 

佐
々
木 

祐
玄 
氏
（
第
十
五
組 

光
善
寺
） 

■
別
院
声
明
教
室
の
ご
案
内 

 

別
院
声
明
教
室
を
毎
月
一
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
門

徒
の
朝
夕
の
お
勤
め
、
得
度
考
査
の
内
容
の
講
習
で
す
。

参
加
者
を
継
続
し
て
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◇
開 

催 

日 

二
〇
一
三
年 

三
月 

十
四
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
月 

十
八
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
月
二
十
三
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月 

十
三
日
（
木
） 

◇
時 

 

間 

午
後
六
時
よ
り
午
後
八
時
ま
で 

◇
会 

 

場 

教
区
同
朋
会
館
（
三
条
別
院
内
） 

◇
講
習
内
容 

正
信
偈 

草
四
句
目
下 

 
 
 
 
 
 

念
仏
讃 

淘
三 

 
 
 
 
 
 
  

和
讃 

弥
陀
成
仏
の
こ
の
か
た
は 

次
第
六
首 

 
 
 
 
 
 
  

回
向 

願
以
此
功
徳 

◇
講 

 

師 
 

島
津 

崇
之 

氏 （
第
十
八
組 

満
行
寺
） 

◇
持 

ち 

物 

『
真
宗
大
谷
派
勤
行
集
』
ま
た
は 

 
 
 
 
 
 
 

『
大
谷
聲
明
集 

上
』、
念
珠
、
筆
記
具 

◇
参 

加 

費 

五
〇
〇
円
／
回 

■
同
朋
会
館
の
宿
泊
方
法 

変
更
の
お
知
ら
せ 

 

同
朋
会
館
に
宿
泊
さ
れ
る
方
は
、
宿
泊
当
日
に
同
朋

会
館
一
階
の
事
務
所
に
ご
ざ
い
ま
す
宿
泊
者
帳
に
記
帳

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
シ
ー
ツ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

五
〇
〇
円
と
シ
ー
ツ
を
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
宿
泊
さ
れ
る
方
は
、
翌
朝
七
時
よ
り
本
堂
に

て
晨
朝
が
勤
ま
り
ま
す
の
で
、
お
参
り
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

■
三
条
別
院
巡
回
に
つ
い
て 

 

か
つ
て
三
条
別
院
の
御
影
を
お
迎
え
し
、
各
ご
門
徒

の
お
宅
で
聞
法
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
や
、
世
代
の
交
代
で
今
で
は
数

え
る
ほ
ど
し
か
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
門
徒
の
皆
様

を
は
じ
め
有
縁
の
方
に
ご
案
内
い
た
だ
き
、
三
条
別
院

巡
回
が
よ
り
多
く
の
方
々
の
お
念
仏
を
い
た
だ
く
ご
縁

と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
願
っ
て
お
り
ま
す
。  

※
巡
回
の
曜
日
・
時
間
等
は
で
き
る
か
ぎ
り
ご
都
合
に

合
わ
せ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。 

■
三
条
別
院
有
志
の
会
に
つ
い
て 

三
条
別
院
で
は
「
三
条
別
院
有
志
の
会
」
と
い
う
集

い
を
も
ち
、
法
話
や
座
談
会
（
茶
話
会
）
な
ど
、
近
隣

の
方
を
は
じ
め
、
有
縁
の
方
に
お
集
り
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。 

現
在
十
余
名
の
有
志
の
皆
様
に
よ
っ
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
が
、「
三
条
別
院
有
志
の
会
」
で
は
、
よ
り
多
く

の
方
に
ご
参
加
賜
り
た
く
、
新
た
な
参
加
者
を
募
っ
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
な
た
様
で
も
ご
来
院
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
お
問
い
合
わ

せ
は
三
条
別
院
ま
で
。 

◇
◇
編
集
後
記
◇
◇ 

讃
岐
う
ど
ん
で
全
国
展
開
し
て
い
る
「
丸
亀
製
麺
」
を

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
全
国
に
六
八
〇
店
舗
、
海
外
で
二
〇

店
舗
運
営
し
て
い
る
最
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
で
あ
る
。 

そ
の
丸
亀
製
麺
が
二
月
十
四
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
一

号
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。 

店
へ
一
度
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
者
な
ら
分
か
る
だ
ろ

う
が
、
ま
ず
店
内
に
入
る
と
、
自
分
で
お
盆
を
手
に
取
り

う
ど
ん
を
注
文
し
レ
ジ
ま
で
進
む
。
そ
の
間
に
大
き
な
釜

で
う
ど
ん
を
茹
で
る
、
て
ん
ぷ
ら
を
揚
げ
る
様
子
が
間
近

に
見
え
る
。
多
く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
と
っ
て
う
ど
ん

自
体
が
珍
し
い
は
ず
だ
が
、
そ
の
厨
房
内
を
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
初
め
て
の
体
験
と
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

海
外
は
日
本
と
は
異
な
る
文
化
を
持
つ
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
も
例
外
で
は
な
く
、
宗
教
で
い
え
ば
大
半
が
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
あ
る
た
め
、
一
日
五
回
の
サ
ラ
ー
ト
（
礼
拝
）
を

行
う
。
そ
の
た
め
、
丸
亀
製
麺
の
従
業
員
（
現
地
人
）
は
、

勤
務
中
に
サ
ラ
ー
ト
し
に
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
日
本
で
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
女
性
の

服
装
に
制
限
が
あ
る
た
め
に
、
制
服
も
独
自
の
も
の
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。 

日
本
の
文
化
や
食
が
海
外
へ
進
出
し
、
そ
の
文
化
と
共

存
し
始
め
て
い
る
。 

日
本
に
お
い
て
、
日
本
人
同
士
で
も
家
庭
環
境
や
性
格

が
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
を
互
い
に
認
め
、「
共
に
と
い
え

る
」
生
き
方
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。 
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Ｏ
） 


